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平成 30 年５月２日 

各  位 

会  社  名 ク レ ア ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱ 

代 表 者 名 代表取締役社長 黒 田 高 史 

                           (コード番号 1757 東証第 2部) 

問 合 せ 先 取 締 役   岩 崎  智 彦 

                                    (Tel. 03-5775-2100) 

 

 

当社子会社による保守サービス契約の締結に関するお知らせ 

 

 

本日開催の取締役会において、当社子会社であるアルトルイズム株式会社が、株式会社ミュゼ

プラチナムとの間で、美容機器の保守サービス契約（以下「本契約」といいます。）を締結する

ことを決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１. 本契約の理由 

当社グループでは、中核事業である建設事業の再構築と事業の多角化による経営基盤の安

定化を目指し取り組んでおります。その活動の一つとして、当社グループがこれまでに機器

や商材等の仕入れや販売にて培った商社機能としての営業、物流ノウハウ等を活用し、平成

28 年 10 月より新たにコスメティック事業を開始し、現在、メーカー及び代理店等から仕入

れたコスメティック商品を大規模小売販売店等に卸販売するＢtoＢの販売スキームを展開し

ています。 
また、平成 30 年１月に当社の完全子会社となったアルトルイズム株式会社（以下「アルト

ル社」といいます。）は、広告事業の顧客において美容領域のクライアントの占める割合が非

常に高く、アルトル社を通じた美容領域のクライアントに対し、当社グループの機器や商材

を提供することにより、コスメティック、美容における事業基盤の強化や新たな事業機会の

創出を検討しておりました。 
   この度、アルトル社の広告事業のクライアントである株式会社ミュゼプラチナム（以下「ミ

ュゼ社」といいます。）との間で、美容機器販売に関して協議を進めた結果、販売だけでなく

保守まで事業領域を拡大し、美容機器の保守サービス契約を締結することとなりました。当

社グループでは、既存事業として、商社機能を有する当社子会社クレア株式会社がコスメテ

ィック事業を展開、また、当社子会社クレアスタイル株式会社が、建材や商材の販売を展開

しておりますが、販売先となるミュゼ社がアルトル社のクライアントであること、アルトル

社の既存事業である広告事業のほか、新たに機器販売、保守サービス事業を確立することに

より、美容・コスメティック領域の新たなクライアント獲得が期待できるため、アルトル社

にて本契約を締結することとし、当社グループがこれまでに培った事業基盤、ノウハウ、ネ

ットワークを含む経営資源を融合し、有効的に活用することにより、アルトル社単体にとど

まらず、当社グループ全体の企業価値の向上を図ってまいります。  
 

２. 本契約の主な内容 

① ミュゼ社の店舗において使用する機器の保守作業をアルトル社が行う 

② 保守作業としてアルトル社は、機器の点検、調整、修理、交換を行う 
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３. 当該子会社の概要 

(1) 名 称 アルトルイズム株式会社 

(2) 所 在 地 福島県郡山市富久山町久保田字宮田27番地の１ 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 細澤 有一 

(4) 主 な 事 業 内 容 飲食事業、広告事業、美容機器の販売事業 

(5) 資 本 金  6,800 万円 

 

４. 本契約締結先の概要 

(1) 名 称 株式会社ミュゼプラチナム 

(2) 所 在 地 東京都渋谷区広尾１－１－39 恵比寿プライムスクエア19Ｆ 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 沼田 英也 

(4) 主 な 事 業 内 容 

 

美容サロン運営、化粧品・美容商材企画・開発、Eコマース

運営、メディア企画・開発 等 

(5) 資 本 金 1,000 万円 

(6) 設 立 年 月 日 2012 年 12 月 

(7) 大株主及び持株比率 株式会社ＲＶＨ（100%） 

(8) 上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 当社との取引関係はないものの、当社子会社で

あるアルトル社において、ミュゼ社との広告事

業における取引がございます。 

 
５. 日程 

取締役会決議日 平成30年 ５月 ２日 

本契約締結日 平成30年 ５月 ２日 

 

６. 今後の見通し 

本契約締結による当社業績への影響につきましては、本契約に基づく保守業務を推進の上、

当社の業績に重大な影響を与えることが判明した場合、すみやかにお知らせいたします。 

 

以上 

 

 


